
　　　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　

ｄ

　　

Ｊ

　　

． ・

　

き 》 き 新 劇

１

　　

′ 露 欄 き 謎 “ キ ー ぎ ヱ

　　　

　 　 　

　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　

　

　

も
，

　

． 軸

　　

｝ 熟 議 海 再 製 一 碧

　

≧ 鱈 二 』

　　

－

　　　　　

－熱 主 霧 バ ー 主 語 講 ‐ 響 き 灘 崎 繕
さ キ ヱ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

」 ′、 も

　　　　　

，
」

　

’．

　　

・

　　

．

　

′

　　　　

．

　　

，

　　　　　

・

　　

． ～

　

・， ， ． ．
， ●

　

， ●

　　　

● ヨ ，

　

ｈ

　　

●

　

′

　　　　

、

　

， ． ー

　

－ －

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 　 　 　 　 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 　 　 　 　 　 　 　
　 　 　

　

　 　

　

　 　

　 　

　

　
　 　 　

　

　 　 　

　 　 　 　 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｆ ｒ ｒ １ シ

　　

ー

　　　　　　　　　　　

　

　　

　 　 　 　 　 　 　

　

　 　 　 　 　 　 　 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 　 　 　 　　 　 　 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

，

　　　　　　　　

‐

　

‐ ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

、 ． ・ロ ー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ニ ‘ ｒ 酬 顕

　 　 　 　 　
　

　

　

　　　　

１ １

　

．

　　

・
・

　　　　　

，

　　　

．

　　

・

　　　

嵯 融 澱 醜 瞬 増 膿 ・

　　

務 職 鱈 ＝ 鱈 ヒ － ， ，

　　　　　　

　

　

　

　 　

　 　

　　　　　　　　

　 　 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　

　

　　　　　　　　　

　　

　

　 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 　 　 　　 　 　 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　 　 　 　 　 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　

・

　

ｉ

　

ヨ

　　　　　　　　　　　　　　　　

ー

も ′ ” “ ． 岱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

丁 加 十ｈ ｒ 十 十 十 十 十 十 十 １ 、

　　　　　　

増 ” 街 ” ＊ － １
１ 粉 鞠 鮪 肝 』
． ． ， 、 ば

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

坤 傑 鴎 帆 繭 ” 謎 ” 『 ＝ ． き ；

　　　　

｛ ” 窟 朝 朝 一 回 廟 鴇 由 蛸 細 鐘 ‘ 。 ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　



（２）嘘」・１１′の特徴

　　　　

Ｌ横浜市内の緑被率「

　　　　　　　　

・

　　

さや，＼

　

、

　　　　　

、

　　　　

凡例

　

－■■ 樹木

　

－－１ 農鴻

　　　　　　　

慧 た．．．
」

　　

‐

　

・ 草本 ［：：］区界

誤謬灘ｇｉこ難儀…すも窯ルー“
ｙ

　

．・

　　

ｒ．・

　　　　　　

Ｊ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

”

　　　　　　　　　

．

．・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●●

　　

●－－． ３

（２）雌＝１市の特徴
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合併時 ２９年度末

正組合員 准組合員 合計 正組合員 准組合員 合計

１０′２７１人 ２６′６７４人 ３６′９４５人 １２′０９８人 ５６′０６３人 ６８′１６１人

（３）ＪＡ横浜の組合員組織活動
①基幹組織である“支音ぜを中心とした活動について

　

～組合員数～

．

　

６

　

－

（３）ＪＡ横浜の組合員組織活動
①基幹組織である”支音『を中心とした活動について

～組合員組織図～

監事会

　　　　　　　　　

濁‐事

　

会

　　　

　

　　　

専買葺合

　　　　

建

　

亭

　　　　　　

青壮年屋

　　　　

女性誓

　　

’

Ｌ※協同活動推進委員会の構成員．①常勤役員 ②支店還営委員会委員 闘 犠員または支部長の代表者ｉ

　　　　　　　　　　　　　　

④女性部・青壮年部の部長・副部長

　

⑤作目別・目的別部会の部長



（３）ＪＡ横浜の組合員組織活動

　

②支部組織について

～店舗別支部構成人数表～
ｒ支店署１巨額団１霊園 医盛ａｌ支饗懲」■圏国

　

支店名１１鏡罰扉「肩覇「
本郷

　　　

１６

　　

５２０

　　　

日野

　　　　

９

　　

１８７ 二俣川

　　　

１２

　　

５８４

豊田

　　　

１１

　　

５２３ 上大岡

　　　　

９

　　

２５１

　　

都 岡

　　　　

９

　　

６１４

川上

　　　

１１

　　

４４３

　　　

磯子

　　　

１０

　　

３８２ 神奈川

　　　

１５

　　

５５９

戸塚

　　　　

８

　　

２１２

　　

金 沢

　　　

１１

　　

５１３ 鶴見

　　　　

９

　　

３１１

大正

　　　

１０

　　

５１９

　　　

港北

　　　

１３

　　

４２９ 保土ケ谷

　　　

１２

　　

２３０

中田

　　　　

６

　　

２４７

　　　

日吉

　　　　

８

　　

２１２ 田奈

　　　　

２３

　　

７４５

和泉

　　

７

　

４１３

　

都田

　　

１１

　

６００ 耀璽 劃 ］ 堅「１３，８７９１
飯田

　　　　

７

　　

４５９ 新田

　　　

１３

　　

４５９

　

中川

　　　

１４

　　

４５９ 都筑中川

　　　

１０

　　

６２６

　

原

　　　　　

６

　　

３６９ 山 内

　　　

１２

　　

６０４

瀬谷

　　　

１３

　　

７３７ 中里

　　　

１８

　　

７２３

港南

　　　

１４

　　

３７９ 新治

　　　

１２

　　

５７０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

７

（３）Ｊ′寺に兵の組合員組織活動
②支部組織について

～支部とは～

］Ａ横浜の組織活動の中心

各地域に古くから存在する集落組織が原点

Ｌ 綴 編
の共同体であると同時に、ｉＡ横浜の最も基礎Ｊ的な組織

８



（３）ＪＡ横浜の組合員組織活動
⑧支店運営委員会を中心とした支店運営について

～組合員組織の構成図～

＝

　

本店 １総合支店－
Ｌ
．・‐．‐…－．－－－－－－－

　　

１

１

　　　　　　　

１

ー支部．部会１ ｉ

　

班 （谷戸．地区部会）
…

　　　

ー
支店 運 営

，，－

　

－

　　　　　　　　　

１誕 盗 塁！

　

　

　　

　

　

　　

　

　

　　　

（３）ＪＡ横浜の組合コ調・ーｉ言動
③支店運営委員会を中心とした支店運営について

～支店運営委員会の目的・役割～

～構成委員～

　

地区選出の非常勤理事が委員長を務める

非常勤理事 １「
ー
評議員

　

＝

　

支部長
１
Ｌ劉膳部・青壮年部・作目別・目的別部会代表者

　

≧

ｌｏ

－

　　　

．

　　

ＦＬ

　　

≧

　　

－

　　　　　　　　　　　

三

一

組合員の意見反映と支店運営の円滑化をはかり、支店における

組合員の諸活動を活発に展開することを目的とする。
〈支店運営委員会規程より〉



（３）ＪＡ横浜の細ｉｌ．；ｒｌ・三苫動

③支店運営委員を中心とした支店運営について

～各委員の役割～

　　　　　

ー‐ー．・＼ー

支部長

各部会
代表者

各地域（集落組織）における問題点や支部内の組合員から寄せられ
た意見・要望を支店運営に反映する。（本店経営層に伝える）

ｉ各部会が抱える問題点や部会構成員からの意見・要望を支店運
；営に反映する。（本店経営層に伝える）

～評議員の役割～ 〈評議員規程より抜粋〉

〔①彊合の意思に沿って円滑‘こ支店運営ができるよう支店運営委員会等を這
じ、地区Ｊ

　

理事を補佐すること

〔②地区内の組織事業運営の艇を図るため、組合員をは
じめ支部長、地区内の組Ｊ

　

織に対し、相談者としての役割を果たすこと

（３）ＪＡ横浜の細「ｉゴー
ｉ！ＩＬーｉ言１

③支店運営委員を中心とした支店運営について
～支店運営委員会での検討事項～

　

　　　

　

　

理事会の内容報告「
－－－－－

　

－ － －

「

　　

－－ー
濡事÷「

　　　

支店の行事

１事業推進に関すること コ

Ｌ その他意見・署望三一

１２

１１

上記の２点を役割として、全総合支店に評議員を設置。なお、任期は役割を考え３年で、
理事と同じです。平成２９年度末現在１７８名、１総合支店に４名以上を常置しています。

※支店運営委員会の結果録は
イントラネットに公開することが
義務付けられており、しけでも
閲覧することがで・きる。

例：平成２９年１０月期

　

支店運営委員会 提出事項（抜粋）

１． 主食「年特業務」の全農パールライス（株）への移管につし、て

２， 平成２９年度「組合員感謝の集し、特別セール」売上実績につし、て

３．９月期営農インストラクター活動報告について

４， 臨税廃止に向けたモデル店舗シミュレーションの考え方につし、て

５， 組合員個人所得源泉事務について

６． 平成２９年度支店拠り所事業の実施状況について

７．ウインターキャンペーンの実施について

８． 平成２９年度 長期共済・年金共済上期９・８０運動の実績について

９． 新たな役員選任方法等にかかる組合員説明会日程について

１０，平成２９年九州北部豪雨被害支援募金活動の結果について

１１，平成２９年度仮決算結果について

１２， 第７期 （平成２９年度）子会社の仮決算結果について

１３．９月宋主要事業実績検討について

１４．１１・１２月期主要行事予定について



（３）ＪＡ横浜の組合員組織活動
③支店運営委員を中心と
～支店運営委員中心の行事～

　　　　　　　　　 　
　

　　　　　

　

　　　　　　　　　
も′－｝；γ主もも？きｉＨ －

支店まつり（都岡支店）

　　　　　　　　　　

　

　

　　　　　

　

　

　　　　 　　　
　

，－－
，，禽キーテー－－ －．
納涼大会（豊田支店）

した支店運営について

」

　

二－ん’”三ヱ．
４１．＊ふ′

　　　

農業まつり（鶴見支店）

体育祭（瀬谷・瀬谷駅前支店）

　　　　　

１３

（３）ＪＡ横浜の組合員組織活動

　

③支店運営委員を中心とした支店運営について
～新たに支店運営委員会を巻き込んだ事業（支店拠り所事業）～

◆趣旨

将来に亘り当ｊＡの地域における一層の基盤づくりを図るため、 ＪＡの施設
等を利用し、地域の人たちの親近感を醸成すべく、地域性や独自性を重視し
た「各支店独自」の事業として「支店拠り所事業」を実施

汚誘惑ふき雪響き，ｒ二
」
、
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（３）ＪＡ横浜の組合員１１１＝三百・動

③支店運営委員を中心とした支店運営について

～新任支店運営委員学習会の実施～

謙
議

新任支店漣縛委員学習会
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（３）ＪＡ横浜のｈＨｒｉｉｊ」１！織活動

　

③支店運営委員を中′ とした支店運営について

～新任支店運営委員学習会の実施～～霊園 鱒
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的 ノ ］Ａの組織や運営、また各役員の役割などを理解いただくため

対象者 ノ１対象者＝平成２９年度新た【こ支店運営委員に就任した組合員

　　

１

　

１霊園
合謹趣 蝋 鰯 纏準

　

１Ｅ瞥考ノ霊 園窄躍 園誉会規程・評議員規程・支部運営竪）

Ｌ
二 皿
二．１ １．，，

　　　　　　　　　　　

１

　

講

　

師

　

ノ 支店長

ー

　

、
１， ，，，． －，

　　　　　　　　　

１

．噌馨
全（３Ｏ）総合支店

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１６



（４）ＪＡ横浜の組合員組織対策について
③組合員の意見反映について

～流れを作る～

１

　

支店運営委員会
．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

？

′

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

、

支店ぽ呂会員会で出された

　　　

意見・要望 ◆

回答を付した上、
理事会・支店長会議
に報告し、問題を共
有化（併せて組合内
イントラネットに掲載）

１７

（４）ＪＡ横浜の組合員組織対策について
③組合員の意見反映について
～流れを作る～

組合員説明会

組合員説明会で出された
意見・要望

　　

　

　

　

　

　　

　　
－－メ
ー

　

１

　　　　　　合わせに報告し、対策・回
答を協議

　　

平成３０年６月

　

出席者数：１′７３３人
意見・要望数：８９件

併せて全支店での備え
置きを指示し、閲覧可
能な状態に

経営企画部
経営企画課が

　

集約

重要なものについては
常勤理事会へ報告し、
対策を講じる

経営企画部
経営企画課が

　

集約

ー回麗した上、糧Ｊ内イントラネットに掲載
し、問題を共有化

　　　　　　

ｌｏｏ



（４ ′１漁民の組合ｉｊ：ｉｌｌ
ーｉ対策について

③組合員の意見反映について
～一例として（事業計画策定への意見反映）～

三１．組合長・副組合長・専務より
！

　　

事業計画基本方針の指示

　　　

…

「２．各謂繁おいて原案を作成

　

ｒ

」３‐各理事専門部会において内容をョ
検討

　

　　 　　　　　　　　　　 　　　　 　

　

　

　

・４月 期曜十
季云』 おいｔ 至ｉＣＵＪ′豆 「！

　

見募集結果を説明・検討し、 総
１

　　

十 十十 ”＝ ＝
」 什一＊

　

， 一一

　

Ｍ甲麟－～－－‐ ，
１１

　

代会に上程する最終案が決定

　　

　

７．３月期の各支店運営委員会に・ おいて意見を募集

１糊 期理事会にお凋議案 一

　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　

　

　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

ご繋 駕 激 震漂蕩 制ｒヰ５‐企画総務専門音Ｂ会において最終
１

　　　　　　　　　　　

案 を 検 討

　　　　　　　

．一

　　　

江９

（４）ＪＡ横浜の組合員組織対策について
④経営管理方針への明文化

組合員組織の活性化を経営管理の重点取り組み事項として、平成３０年度

経営管理方針に明文化。

（３）協同の理念に基づく組織活動を展開し、組合員組織

　

の活性化に取り組みます。

①支部組織の在り方・…舌性化に向けた検討討

　

ー

　

－－

）

平成３０年度東京ディズニー；
＼＼
）

　　　　　　　　　

ドでのパークファンパーティ実施

　　　　　

′

　　　　　　　

′
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′・

　　　

‐

　　

・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．

　　　　　　　　

・
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．
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．
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．・・

　

．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・・

　　　　　

．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

　　　　　　　　　　　

・．

　　

・

　　　　　　　　　　　　　　　　

ｉ‐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

′

　　　　　　

・１′，．惚＝】”′

　

”

　

ー③役職員の正組合員訪問による対話運動の展開

　　　　　　　　

平成３０年度９月から実施

２０

成３ｏ『
－－

　　　

１

②支部組織組合員後継者統一イベントの実施

③役職員の正組合員訪問による対話運動の展開

④相続・遺言信託相談業務を通じた次世代とのつながり強化

⑤准組合員・地域住民と農業・ＪＡとの関係強化



（４）Ｊ′．鱒二兵の組合員組織対策について
⑤支部組織活性化対策事業について
て沿革〉

平成１９年度

　

組合員組織の基盤である「支部」の活性化と辞の強化を目的に開始

平成２１年６月

　

本施策の継続的な実施を目的に『支部組織活性化等対策積立金』創設

平成２９年６月

　

次世代対策積立金積立規程の新設に伴し、、『支部組織活性化対策積

立金積立規程』に変更

平成２２年度より支部長の改選期にあたる２年に１度の実施とし、現在までに４回実施

　

…

平成３０年度に５度目の実施を予定

〈特徴〉

．各支部の自主企画による（支部長が中心となって、行き先・内容等を決定）

．支部に所属する組合員・把握准組合員を対象とし、参加者１人あたり１００００円を助成

１ 支部組織の活性化

　　　　

１

「、－▼「正縄魁零貰ヌーずり÷Ｆｒあ萌稲花「

平成２８年度
３３９支部
７，５２９人参加

　　　　　　　　

　

　　　　

．

，，‐

　

ｉ

（４）ＪＡ横浜の組合員組織対策について
⑥後継者対策について
～支部組織組合員後継者一斉訪問運動～
◆平成２５年１１月～平成２８年３月実施

◆主な対 象 者

　

＝農協活動に参画していない支部に所属する組合員の後継者

～支部組織後継者対策事業の実施～

　

（東京ディズニーランドパーク・ファン・パーティ）

　　　

◆平成３０年７月～８月

　　　

◆対 象 者 ：支部に所属する組合員の後継者とその家族

　　　

◆参加者数：約８′４００人

　　

※２回目

，唱印一冊仙罰‐▲榊，１Ｖ，１二二｛‘〕￥」一巡胆，服【雲艦嘗謝・隙縞ボ鑓Ｍ訳‐ｒｒ．弐Ｗ－－ｒ・ｒｒ・“・“‐Ｍ

　

ＭＪＶ１▲▲１１－甑潮脚”１ヱ１置肩轍屈凧・コ賜層コ

　

ャｒ”－“‐‐」－－Ｍｒ「
１組合員後継者から多くの反響．参加をいただき、 ＪＡ横浜を身近に感じて

　

・

ｉいただく ”起爆剤” に

　　　　　　　

－」も



（４ ＡＩ乱雲の組合員組織対策について
⑥後継者対策について
～次世代対策積立金積立規程～

目

　

的

　

組合運営に重要な次世代対策（後継者含む）に対応するた

　　　　

めの次世代対策積立金の積立と管理に関する事項を定める。

積立金

　　

本積立金の範囲内で、理事会で決定した次世代対策に充当す
の活用

　　

ることとする。

◆積立目標額は１億円とし、目標額に達するまで剰余金処分
積立・

　　　

の方法により計画的に積み立てる。
取崩基準

　　

◆上記の対策に充てた額を理事会の議決によって取り崩すこ
とができる。

２３

（４）Ｊ′．ｆｉｔ兵の組合員組織対策について
⑦協同組合講座の実施について

］Ａ運動の理解者・推進者の養成を目的として、平成１９年度
より実施。（例年、各総合支店（３０支店）より１名ずつ受講生を選出）

　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　

［

　

，に，

，一ナ
メコ
十一

〈平成２９年度のカリキュラム〉（全７回）

　　　　　　

嵩 も呈－－邑山〆圭三客 愈ゞ，第１回

　

開講式・オリエンテーション・ＪＡ横浜の概況について

　　　　　　　

：点コ
‘

　

’」ルｔ， ー．」

第２回

　

協同組合論

第３回

　

千葉大学視察（植物工場）

：

　　　　　　　　　　　　　

′

　

””
三翻目一撃
、い－，ｒｔ〆

　

●

　

一・、

　　　　　　　　

」

　

ｒ・

　

′′
”

　　　　　　　　　　

　　

　

　　　

　　　

＼ 亡、 ミー

　

キ

第４回

　

外部講師による講演会・］Ａ横浜の都市農業への取り組みについて

　　　　

「お，－（一考雪
第５回

　

外部講師による講演会・］Ａ横浜の現～兄と課題について

　　　　　　

謹 、 ミー

　

キ

第６回

　

発表会・常勤役員との意見交換．閉講式．情報交換会

ｙ－－ｒ．Ｎドｒ罰胴【繍ｍＭ－ー”－－－”－－ｒ弾酬“一Ｍ圃翫も靴一”山一”ｎ煎胴榊胴Ｍ－一皿””，，－－－－…－ノ２４



（４）ＪＡ横浜の組合員組織対策について

⑦協同組合講座の実施について
●」ーーー」”｝」

　　　　　　　　　　　　　

，

　

．

　　

，一 ・●ゞト
●●．・ご・＝

Ｌ
－
鯵了生に対するフォロー研修の実施

協同組合理念を再認識するとともに、修了生相互の情報交換と横の
つながり強化を目的に実施。
平成２４年度（第１期～第４期修了生対象）
合同研修会．情報交換会の実施（７０名参加）

，平成２５年度
ーて第１期～第３期修了生対象）

…先進地工Ａ（〕Ａ兵庫六甲）Ｎの視察研修会を実施（１８名参加）
平成２６年度（第４期～第８期修了生対象）
先進地〕Ａ （〕・Ａ－扉諸匡に変に）への視察研修会を実施（３８名参加）－
平成２７年度（第１期～第９期修了生対象）
大金義昭氏と松木安太郎氏による講演会、情報交換会を実施（１０６名参加）

平成３０年度（第１期～第１１期修了生対象）
講義・講演・１１青報交換会を実施予定

（５）地域に向けた取り組みについて
①食農教育マイスター制度の導入

　　　　　

２５

登録者数
１９９名

響きそも講
水稲栽培指導

地域で食農教育を実践している組合員を「食農教育マイスター」として
認定し、実施している取り組みに対して助成を行う当］Ａ独自の制度

騨
地域・学校等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．
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マイスター
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食農教育マイスター交流会

′′

　　　　

’

ター交流会
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（６）その他の組合員組織活動
①女性部・青壮年部活動について

女性部活動

］．ｒ

　

′
　　　　　

　 　　　　　

　

健康寿命１００歳講座

　　　　　　　

ふれあいウォーク

１心：； ÷；≠『－

　　　　　　　　　　

誓噌

　

・一

　

－－

　　　

一′唖‐▼

　

－

　　　　　　　

　　　　 　１擬声語辱ー

　

臨－－

ユ

　

詞

　

）．

　

常州
女性部役員とＪＡ役員の話し合い

　　　　　　

ハマロードサポーター 市内小学校での農業教室 ビーチクリーン活動

青壮年部活動
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．÷”
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ＪＡ青年の主張全国大会 横浜市との意見交換
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（６）その他の組合員組織活動
②作目別・目的別部会活動について

部会活動

　

ｉ
　　

　　　　　　　

　　　　

　　　

　

持寄品評会
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支部組織のあり方と活性化の検討について

０平成２８年５月２４日に開催された「第６回課題研究会」において、支店長に対する

　

「支部アンケート調査」の集計結果をもとに、支部組織の現状・課題等について意見

交換が行われた。
○今次３か年の中で、支部組織のあり方や活性化方策について研究し、新たな方策を

実現できるような検討をすすめたいとした。
○意見を整理すると、下表の５つの項目に集約されるが、今回の課題研究会においては

　

１～４の項目について協議いただきたい。

項目 現

　　　

状 課

　　　　　　

題 今後の方向性 施

　　　

策

一
支部組織の意義
．位置づけへの
認識低下

支部内での支部員の交流と活
動への不参加

支部活動の活性
化

支部組織活性化対策事
業の継続など活動への
支援

２ 役員の高齢化・なり手がいない

同じ組合員が長期間に亘り支
部長をつとめている。 リー
ダーのいない支部は活動が停
滞していく

新リーダーの育
成

現支部長以外への支部
員研修

３ 支部員の減少
１０名以下の支部が１０支部
２０名以下が４８支部
５０名以上が１００支部

・支部の統廃合
・次世代後継者
にＪＡへの理解
と加入運動

支部への意向確認
後継者を対象にイベン
トや研修会の開催

４ 役員の負担増大 支部回覧物など支部長の負担軽減

支部長からの申出や支
部の実情に応じてＪＡ
からの支援

５ 支部加入へのメリット

以前は営農という共通課題が
あったが、農業生産をしてい
ない組合員にとって支部に加
入するメリットが薄れている

営農支援のみで
なく、各種施策
の検討・見直し

・営農支援の充実に向
けた施策の実施
・組合員間の活動や交
流を深める施策の実施

【参考】

○支部組織数

　　

３４５支部（うち６支部が休止中）

○支部員数

　　　

１３，７３９名（正組合員１１，９４３名十把握准組合員１，７９６名）

○支部長手当

　　

２６，２４６，２００円（支部長３３９名ｘ４５，０００円十支部員数１３，７３９名ｘ＠８００）





支店長に対する「管轄支部の維持・活性化に向けたアンケート調査」の結果について

　

【実施時期】 平成２８年２月～３月 【対象者】 支店長（５０名）【対象支部数】３４４

１１１管轄する支部こついて、総じて活力があると思いますか？（２つまで回答可）

　　　　　

ｌ

選択肢 件数
１

　

活力がある ７

２

　

活力はない １２

３ 活力ある支部もある ３９ 活力ある

　　

に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２１％

　　

る

　　

．－，
，

６７％

　　　　　　　　　　　　　　　　　

よ

１２１活力ある支部の特徴．要因は？（３つまで回答可）

　　　　　　　　　　　　　

１

選択肢 件数
１

　

支部に加入している後継者が多い ２１

２ 黙 駅合員制度による加入 ４

３ 海亀－シップを発揮してＬ、る者 ３２

４

　

定期的に会合を持っている ３０

５

　

役員の負担軽減をはかっている ７

６

　

女性の参画が多い １２

７

　

その他 ２

ヰ
ざ寿
や
癖彰
ず

　

カ
ノ′

＠馨
が
矛

，粛
診
珍

が
①
弁

　

％
評

＜その他回答＞

（１） 次期役員等が数年先までしっかり決まっている。
（２） 支店行事に参加する。

Ｌ３１管轄支部の人数の現状は？（２つまで回答可）

　　　　　　　　　　　　　　　

ｌ

選択肢 件数
１ あまり変わらない ３４

２ 総じて増加している ０

３ 総じて減少している ３０

４

　

極端に減少している ０

極端に減

　　

－・満
総じて増加

少している

　　　

；≦′

　

・

　　　　　　

〆

　　　

している

　

。％

　　　　　　　　

ミ′

　

′

　　　　　　　

“

　　　　　　　

○％



１４１女性参画の現状は？（１つまで回答可）

　　　　　　　　　　　　　　　　

ｉ

選択肢 件数
１

　

総じて変わらない ３５

２

　

全体的に増えてきている ８

３

　

全体的に減少している ７

７０％

１５１支部集会等の平均的な開催頻度は？（１つまで回答可）

　　　　　　　　　　　　

ｌ

選択肢 件数

・零覧病毒毎月１回開催してＬ、 １２
２

　

毎月、開催しない支部もある ３０

３

　

事例・その他 ８

＜事例・その他 回答＞
（１）支部役員会（随時・年１回）を開催 ５支店
（２） 行事（総会・暑気払い・忘年会貫親睦会ー組合員運動会等）に合わせて開催

　　　　　　　

３支店

（３）支部役員選考時に開催

（４）行事（体育祭・農業まつり等）に動員が必要な場合に開催
（５）決め事がある場合に開催

（６）毎月、支店運営委員会終了後の月末または月初に開催
（７） 毎月、支部役員が集まっても配布物を仕分けて終わりの支部もある。
（８） ほ ぼ 開 催していな い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２支 店

６０％

全体的に減
少している

１４％

事例・その

　　　　　　　　　　　　　　　　

原則として、

　

他

　　　　　　　　　

．

　　　　　　　　　

月１回開催

　

１６％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

している支部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

が多い

２４％

２



「６１支部組織の勢いが後退する場合の要因は？（２つまで回答可）

　　　　　　　　　

ｌ

選択肢 件数

・ 驚戸等が加入しない（人数が ３２

２

　

役員の負担を嫌う ３２

３

　

リーダーが不在 ６

４ 需宏子より集会活動等に参 ２８

後継者等が
加入しない

高齢ｊヒによ

動等に参加

　

しない 血
３３％

役員の負担

　

　

３３％

１７１役員の負担が重いとする要 囲ま？（３つまで回答可）

　　　　　　　　　　　　

ｌ

選択肢 件数
１

　

２年の任期は長い ２

２

　

リーダーになることを嫌う ３０

３

　

配り物の負担が大きい ２８

４ 姦蟹窒少ないため、役員輪番 ２９

５

　

関連会議等への出席が負担となる ２５

６美麗繍や役員等に手当が ２

７

　

その他 ３
ザ
が
ヘ
メ
メノ

ぜ
州
精

ヰ
寿
ぎヲ

奪
メ
ザ
ヂ
ギが

　

妃
も

＜その他回答＞
（１）支部役員の成り手がいないため、一人の任期が長い。
（２） 行事のたびに支部の動員をお願いすること。
（３） 支部活動に参加する支部員が少ないため、役員輪番が早く回る。



ー８ー支部の維持・活性化に向けた有効な施策は？（５つまで回答可）

　　　　　　　　　

ー

選択肢 件数
１ 支部長手当を増額する ９
２

　

１人当たりの支部活動費を増額する ２１
３

　

支部活性化対策費（１万円）を増額する １３
４

　

支部活性化対策費を１年５千円とし、２年の使用を認める ー

５

　

支部活性化対策費（１万円）を毎年度実施する つつ

６

　

支部長以外の役員手当を設定する １５
７

　

支部の中に、生産部会・生活部会等の役割を持たせた役員を作り、手当を設定する ０
８

　

原則として、配り物は職員が行う。（回覧等は除〈） ８
９

　

複数正組合員化を積極的に進め、加入者を増やす ９
１０

　

把握准組合員制度を積極的に進め、加入者を増やす １２

・・ 瀞著書裂と支
の
音綜合
を畜力客縫ぞ

ど、人数増加による役員の輪番負担の軽減や活性化を ３２

１２

　

その他 ｌ

選択肢

＜その他回答＞
（１）支部員であることのメリットを考える（差別化する）

ヂ
メ
ザ
珍

　

客が
奔沸
参

　

や粋
か
落券

　　

ネ
メ
ザ

　

ヂ
そ
淳
敏影

ヰ＊
お
ぶ
①
欠珍

　

好守
依疹
落欝

律癒
樹か
惑
惑
か

葛浄
夕鄭
珍や
辱彩

＃
鮮鄭
ず
キ
辱彰

が惑
が

き

　　　

”
＊

Ｌ９ｉ正組合員後継者の支部加入がすすまない理由は？（２つまで回答可）

　　　　　　　

ｉ

選 択 肢

　　　　　　　　　　　　

件 数

　

・驚鰐曇査衿農協を頼りにする

　

２９

　

２

　

後継者の関心が全くない

　　　　　　

３０

　

３

　

親が積極的にすすめない

　　　　　

２４

４ その他

　　　　　　　　　　　　　　

１

親が積極的

　　　　　　　　　　　　　

１％

　　　

都市化によにすすめな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

払 農協を
　　　　　

　

＼

　

　

２９％ 地域情勢に

　

　　

　

３４％

＜その他 回答＞
（１）親が積極的に農協事業に参加する姿を見て気分が悪い。
（２） 農協というより、地域に興味がない。
（３） 会社員が多く、親が子供に対して支部への加入を頼めない。支部活動へ参加できない。

　　

２支店

４



ーｌｏｌ把握准組合員制度による支部加入がすすまない理由は？（２つまで回答可）

　　　　　

ｌ

選択肢 件数
１

　

昔からの風土をくずせない ２７

２ 燭 霊る
の中に、異議を唱える ４

　

把握准組合員制度をすすめる
３

　

と、正組から准組への資格変更

　

がすすんでしまう
１８

４ さて
ま品 評ｉから積極的に推進 ２７

ｌｎｌ把握准組合員制度の推進により、支部加入者を増やすことについて（１つまで回答可）

　　

」

選択肢 件数

　

人数増加により支部活性化につ

　

ながり、准組合員との関係強化

　

施策に結びつくことから、積極的

　

にすすめるべき

２７

２

　

積極的にすすめないほうがよい ２３っ
Ｌ ２３

＜積極的にすすめないほうがよい理由・その他意見＞
（１）役員になる必要がなく、正組合員と同じ恩恵が受けられるとなると、正組合員からの資

　

格変更が多くなることが懸念される。
（２）正組合員が支部活動に参加しなくなる可能性が強い。
（３）昔からの風土があり、慎重に進めないと正組合員が脱退してしまう。
（４）正組合員を主体とする組織風土が乱れる。
（５）馴染めないと思われる。
（６） 正組合員に今後の農協のあり方等を協議、理解いただいた後に取組むべきである。
（７）把握准組合員制度のない支部では、正組合員の理解を得ることに労力と時間が必

　

要。
（８）支部長交代時に後任支部長が把握准組各々を承認するか保証されないため。
（９）支部活動に非協力的だからという理由で、前支部長の承認した准組を現支部長が脱

　

退させることは困難である。結果として把握准組合員の数が多くなり収拾がつかなくな

　

る。

（１０）正組合員が受け入れる風土（土壌）・心情が整っていない。
（１１）正組合員重視の傾向が強く、正組合員と准組合員との差別化を求められているから。

　

正組合員と准組合員の立場が同等になることに、正組合員から異議のでる懸念があ

　

る。

４支店

２支店

２支店
３支店

積極的にす

うがよい

４６％

５



（１２）ＪＡとの取引が大きい准組合員も多いが、なぜ准組合員が支部組織に加入するのかと

　

いう正組合員の疑問の声がある。

（１３）正組合員＝地主であるので、准組合員とは生活様式が違う。
（１４）専業農家と考え方が違う。准組合員は批判的な意見を発言される方が多い。
（１５）把握准組に対する取り決め、規約がないので、まずは統一した基準作りが必要。
（１６）正組合員との人的交流のある准組合員に限定すべき。
（１７）町内会との区別がつかなくなる懸念があり、正組合員の分家までの範囲に限定したほ

　　

２支店

　　

うがよい。

（１８）把握准組合員が一名もいない。
（１９）把握准組合員を増やせば、正組合員同士のつながりが希薄になってしまう。
（２０）議決権のない准組合員が支部長等になって運営委員会の一員となった時、「運営委

　

員＝総代」の支部が多い事から問題になるのでは。

１２
現状のまま推移した場合、管轄支部のうち、今後５年間ぐらいの中で、存続を懸念する支部が
あるか？（１つまで回答可）

＜存続を懸念す

　

選択肢

　

１

　

ある

こおける存続懸念支部の割合＞

１１３１支部で行っている特徴的な取り組みについて

　　　　　　　　　　　　　　　

１

（１） 独自のイベントを実施（総会・旅行・親睦会・ゴルフ大会・草刈り・籾種子消毒）

（２） 農機を共同購入し、必要経費の軽減をはかっている。
（３）支店長・得意先担当者を交えた支部役員会・意見交換会の開催

（４） 支部長情報交換会の開催（Ｈ２８．１～毎月開催）

（５）農業まつり 各支部の班長を交えた実行委員会を開催している。
（６） 農業まつり 各支部が各々独自で出店している。
（７） 支部活性化等のイベント時に、近隣支部と連携して取り組んでいる。

１０支店

続を懸念する支部の有無＞

Ｌ
選択肢

　

－
支店数 隠 評１ ある

　　　　　　

２６

　　　

４３／３４４

２

　

なし、

　　　　　　

２４

＜管轄支部における存続懸念

　　

選択肢 支店数

　　

１

　

１～１０％

　　　　　

１

　　

２

　

１１～２０％。

　　　

１０

　　　

３

　

２１～３０９ｆｏ

　　　　

８

　　　

４

　

３１～４０％ｏ

　　　　　

６

　　

５

　

５０％芝以上

　　　　

１

１～１０％０

　

４％

尤まし、

３１～４０％

　

２３％

Ｇ
Ｕ



（８） 町内会や神社、寺院の会合前に支部集会を行っている支部がある。
（９） 年に５回程度の生産班の集まりがある。
（１０）町内のお祭り・盆踊り等のイベントに協力している。（演劇等）

（１１）昔からの「無尽（１回あたり３００円）」を実施している。
（１２）一部の支部では、支部長・評議員を含め７名が役員であり、その下に各班長が１２名い

　　

る。班長は１年毎に交代するなど、盤石な支部組織が構築されている。

（１３）支部の行事に多くの組合員が参加してもらえるよう、支部長が積極的に活動している。

　　

（１軒ずつ参加の呼びかけ・高齢者や女性が参加しやすいように場所や料理等を考慮 等）

（１４）お嘘子保存会（支部員の大半が加入）として老人ホーム等で活動を行っている。

　　

（横浜市無形文化財に指定されている。）

＜その他意見＞
（１）支店のゴルフ大会やボウリング大会に後継者の参加が増えてきている。

１１４１支部組 織こ関連した意見 提 言等について

　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｉ

（１）生活スタイルの変化に当ＪＡの支部組織の在り方がＪＩ順応できていない。
（２） 後継者のみならず、組合員本人も支部・地域活動への関心が薄れてきている。

　

ＪＡ横浜として支部活動の意義（何のために支部が存在するのか）やメリット等を訴え、

　

意識改革していく施策が必要である。

　

（組合員と職員が相互に理解する。）

（３）各支部によって支部組織に対する考え方や取組みが違うことや、後継者問題・役員問
題等の面で統一的な対応が難しい。
支部活動に参加しない理由も様々であり、対応に苦慮している。

（４）農業・農協に関心を持つ准組合員の賛同を得て支部活動に参加してもらうことも必要

　

であるが、現状、活発に活動している支部および正組合員には手厚い対応をし、少数
精鋭となったとしても、しっかりとした基盤をつくることが大切である。

（５）ＪＡに積極的に関わる人は自治会や消防団等にも参加しており、このような地域貢献

　

への意識（伝統的価値観）を次世代に醸成していくことが必要。

（６）今後は合併しなくてはならない支部（女性部も同様）が発生することを視野に入れ、支

　

部活動消滅を防止する。

（７） 支部によっては、伝統や習慣があるので改革は難しい。
（８） 近年、支部・部会長は、一般企業の勤務を経験した方が多く、自分が勤務していた企

　

業組織を農協組織にあてはめて発言するなど、運営が難しくなってきている。

（９）支部組織活動の弱体化のおもな要因はリーダーの不在である。したがって、組織の長

　

にステータス的な恩恵を与え、意識改革を行う。
（具体的案）
①感謝の集いの運営委員枠１名

　

②レインボー券等の配布
③運営委委員会親睦会費の増額等

（１０）現状、役員の選出に苦労している。現行の任期を短縮し、支部長などは１年に変更す

　

れば候補者の幅が広がる。

（１１）役員になることを嫌い、脱退する組合員もいる。
（１２）「農業的支部」と「地域活動支部」の様な、支部の実態にあった支部分けを実施したら

　　

どうか？

４支店

２支店

４支店

２支店

７
′



（１３）ＪＡから手当等を交付し活性化をはかるのではなく、組合員および支部主導による活

　　

動に対し助成する仕組みをとるべきである。

（１４）支部に属さなく意思疎通がはかられていない准組合員より、農家の分家など組織の理

　

解者である把握准組合員を強化した方が、活性化するのではないか。

（１５）支部間交流を積極的に進める。
（１６）農業が盛んでない店舗においては、ゴルフ・釣り等の任意団体がより活発に活動でき

　

るよう、ＪＡがサポートしていくことで、支部組織の活性化につなげることができるので

　　

は。

（１７）後継者が会社勤めの割合が高いため、退職者（予定者）調査を行い、懇親会等を実施

　

し、支部活動に参加しやすい環境を整える。

（１８）後継者との接点を持つためにも、引き続き後継者訪問を続けるべきである。

　　　　　　

２支店

（１９）後継者訪問において出たアンケート結果が組合員後継者の生の声なので、実行可能

　　

２支店

　

なものは実行してゆく。

（２０）支部座談会の定期的開催は継続したい。
（２１）「支部組織活性化対策事業」の対象者を後継者まで拡大して開催する。
（２２）自ら行動・参加する組織であるのに、その意識がないことが寂しい。

　　

支部組織活性化対策事業の参加者のうち、初めて支部活動に参加した支部員が多

　

かったのが印象的であった。支部の主体的活動として今後も期待したい。

（２３）支部加入について、「ＪＡから後継者に対して問いかけて欲しい」との要望が多くある。
（２４）組合員の意見を聞く場を設けるべき。（アンケート等）

（２５）青壮年部の妻を中心に女性部の下部組織としての若妻会の組織化をはかる事が有

　

効である。「ママ友」等の参加を推奨し、ＪＡの良き理解者を増やしていくよう仕向ける。

（２６）現在の組織活動は、当ＪＡから依頼される活動をやり遂げるだけで精一杯である。

　

職員は、正副部長の活動の限界を認識し、もっとサポートするべき。

２７

　

配布物等

　

支部役員の方に負担がかからないよう配慮するべきである。（職員対応等）

　

２支店（２７）配布物等、支部役員の方に負担がかからないよう配慮するべきである。（職員対応等）

（２８）支部・部会活動について、支店職員全員で取組むこと、特に組織係が配置されている

　

店舗では必要である。

（２９）把握准組合員制度が支部組織に浸透していないため、正組合員向けのパンフレット等

　

を作成し、基準を文書化したらどうか。

（３０）支部長専用のタブレット端末を用意し、ＪＡの情報を支部長が常に確認出来るようにし

　

たらどうか。

（３１）支部組織に新規加入する組合員は少ない。離脱する組合員の理由を分析して現状を

　

維持していきたい。

（３２）支部単独で集まる事がなく交流が減少している。また、農業地区でないので、勤めの

　　

後継者が多く、接点がなく交流がない。

（３３）組合員の８割以上が系統外の税理士を利用しているので、なかなかＪＡ側に向いてくれ

　

ない。しかし、相続に関連して後継者と接点があると、ＪＡに向いてくれる事も多々ある

　　

ので、相続を後継者との接点を持つチャンスと位置づけている。

（３４）「配り物が負担だ」と述べる方も「支店だより」を楽しみにしており、工夫次第ではＪＡへ

　　

の結集は継続できると考える。

（３５）参加メンバーがいつも同じ”万年メンバー”である。



（３６）支部集会未開催支部に開催の勧めを行いたいが、現状難しい状況である。

　

その前段として、運営委員会の内容を回覧等して、支店の動向を周知してもらい、関
心を持っていただけるよう働きかけていきたい。

（３７）支部活動に准組合員を含める事は現状困難である。ついては、准組合員は准組合員

　　

だけでＪＡとの関係を構築するしかない。（准組合員対象イベント等）

（３８）支部員の充実している支部は、把握准組合員制度による支部加入者の増加だけで

　　

は、支部の活性化につながらないと思われる。

１１５１総合ポイント制度について（１つまで回答可）

　　　　　　　　　　　　　　　

Ｉ

ＪＡの中には、組織活性化対策として、総合ポイント制度を導入し、支部組織や女性部組
織等について、加入時や活動参加に、またＪＡへの会議出席等をポイント化し、年換算し
て利用券等と交換するなどして、活性化に結び付けているＪＡもあります。
近年の商習慣において、ポイント制度は特に若い人に馴染むことなどの効果から、他企
業においても主要戦略として各場面で運用しています。
当ＪＡにおいても、支部組織や女性部組織の維持・活性化対策が重要課題になっている
中で、新たな施策として、支部組織活動・女性部活動等に関してポイント化し、特典を付
与することについて、効果ある施策と考えますか。
（全中の総合ポイント制度統一システムの活用を検討）

特典例＝ポイントを１年間で清算し、農産物直売所の利用券を付与する。
直売所の売上増加に結びつき、自己改革実施計画の実践に繋がる。

選択肢 件数

　

ポイント制度は若い人にも受け入れられるなど、組織への加入促進や活性化に向けた具
１

　

体的施策と考える。

　

現状、有効方策が見い出せない中で、実施に向けて検討すべきである。
２９

２

　

慎重に検討すべきである １７

３

　

実施すべきでない ４

実蟹ごき＼－ー

実施に向け
て検討すべ慎重に検討

すべきであ

る
３４％

＜慎重に検討すべきである（理由）＞
（１） 特典を「直売所利用券」とした場合、あまり効果は期待できない。 ６支店
（特典例）
・組織に還元するものではなく、個人消費が可能なもの。
・金利や共済割引（人間ドック割引等）
貫特典数を増やし、ネット等で商品に交換できるものなら若年者に受け入れられやすい。



（２） 各支部の環境・慣習の違いがあるので、ポイント付与の公平性が保てるか。

　　　　　　

３支店

　

・組織活動だけでなく事業全般をポイント付与の対象にしないと組合員に大きなメリットは
与えられないのではないか。
・組織活動の成果はポイントではかれるものではない。

（３） 農業地域以外の支店でも、効果がある施策の検討が必要である。
（４） 積極的に組織活動に参加する組合員には励みとなるが、加入促進や活性化に対する

　　

３支店

　

直接的な動機付けにはならない。（補完的機能）

（５） 一部の限られた組合員にはとても有効であると思うが、全体的な賛同は疑問。
（６） 効果はあると考えるが、高齢化が進んでおり、組織活動に参加したくても参加できない

　

などの要因も考慮し、不公平感のない施策や若年層の加入促進に結びつく施策が必
要と考える。

（７） 准組合員は自己に利のある事のみに参加する事が想定される。そこでは既存の構成

　

員と乳蝶が生じることが懸念される。

　　

准組合員がＪＡ活動に参加したことをポイント化し、直売所の利用券を付与することは

　

大変有効な施策である。正組合員も納得がいくように准組合員の活動参加目的や、ポ

　　

イント付与等の内容を明確にすることが必要である。

（８） 試験的に実施し、効果があれば正式に導入すべきである。
（９）システム導入や運用メンテナンスにかかるコストの懸念。
（１０） 運 用 面 につ いて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２支 店

・個人の活動記録を誰がするのか。
・亡くなった時など、ポイントがたまっていた場合の管理が懸念される。

（１１）組合員がポイント制度を理解するまでに、時間がかかる。
（１２）当ＪＡの組織に果たして必要であるのか？

（１３）組織活動を金銭に置き換えることには反対する。事業内容や人的交流に魅力を感じら
れるようつとめることが肝要。
費用は組織活動に「腰を上げる」きっかけとして活用すべき。

＜実施すべきでない（理由）＞
（１）このような単純な理由で活性化しない。

　　

支部員のみに発行する支部員プレミアムカード（プラチナやゴールド）を検討。

　　

（金利やイベント時の座席を優遇など）

（２） 組合員はポイント制度を望んでいないと思う。
（３） ポイント付与に関する線引きが難しい。文句等が出ることが懸念される。
（４）ＪＡから特典や手当等を交付し活性化をはかるのではなく、組合員および支部主導に

　　

よる活動に対し助成する仕組みをとるべきである。

＜その他意見＞
（１） 活性化・組合員のメリットを拡大させるためのひとつの手段として有効であり検討する

　　　

２支店

　

べき。

（２） ポイントの特典として、農協観光の利用券の付与を検討願いたい。

ｌｏ


